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京ト協 優良運転者表彰＆物流ゼミ
南丹船井地区 広瀬会長インタビュー
健保組合が組合会を開催
整備人材確保・育成連絡会を開く
◀ジェイアップ24 尿素水事業拡張

藤
田
理
事
た
た
え
る

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

　

京
滋
地
区
９
月
の
景
気
は

緩
や
か
に
回
復
し
、
個
人
消

費
も
緩
や
か
に
持
ち
直
し

た
。
観
光
や
設
備
投
資
が
増

加
し
た
一
方
、
住
宅
投
資
は

横
ば
い
。
雇
用
・
所
得
環
境

は
緩
や
か
に
改
善
し
た
。
日

本
銀
行
京
都
支
店
が
発
表
し

た
。

　

前
回
調
査
と
比
較
す
る

と
、
個
人
消
費
や
観
光
、
設

備
投
資
、
生
産
な
ど
大
き
な

変
化
は
み
ら
れ
ず
。
総
括

判
断
も
同
様
の
傾
向
と
な
っ

た
。

　

個
人
消
費
を
主
な
業
態
別

に
み
る
と
、
京
都
地
区
の
百

貨
店
販
売
額
は
前
の
年
に
比

べ
７
・
４
％
増
え
た
ほ

か
、
ス
ー
パ
ー
販
売
額
は

前
の
年
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
動
き
は
弱
め
。
家
電

販
売
額
は
４
・
６
％
減
と

下
げ
止
ま
り
を
み
せ
た
。

乗
用
車
の
新
車
登
録
台
数

は
前
の
年
比
３
・
４
％
増

と
堅
調
。

　

観
光
分
野
は
、
主
要
宿

泊
施
設
の
宿
泊
数
お
よ
び

主
要
観
光
施
設
等
へ
の
入

り
込
み
客
数
が
増
加
。
客

室
稼
働
率
も
76
・
７
％
と

前
の
年
を
上
回
っ
た
。
管

内
企
業
短
期
経
済
観
測

調
査
結
果
（
２
０
２
４
年
９

月
）
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
研

究
開
発
を
含
む
設
備
投
資
額

（
土
地
投
資
額
除
く
）
は
、

（
生
鮮
食
品
を
除
く
総
合
）

も
食
料
等
の
上
昇
に
よ
り

前
の
年
を
上
回
っ
た
。
倒

産
件
数
（
10
月
）
は
前
年

同
月
比
７
件
増
の
46
件
。

負
債
総
額
（
同
）
は
前
年

同
月
比
17
億
円
増
の
30
億

円
。

京
滋
の
景
気
、回
復
基
調
続
く

９
月 

観
光
・
設
備
投
資
増
加

４
年
連
続
で
前
の
年
度
を

上
回
る
計
画
。
生
産
分
野

で
は
、
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
は
低
水
準
で
推
移

し
、
輸
送
用
機
械
は
緩
や

か
に
持
ち
直
し
た
。
和
装

関
連
は
低
水
準
が
続
く
。

　

雇
用
・
所
得
環
境
は
緩

や
か
に
改
善
。
京
都
府
の

有
効
求
人
倍
率
は
１
・
23

倍
と
前
月
を
上
回
り
、
京

都
市
の
消
費
者
物
価
指
数

指　　　　　標 前年比（増率）

主要小売業販売額（9月） 1.9%

京都地区の百貨店売上高（9月） 7.4%

スーパー販売額（9月） 0.2%

家電販売額（9月） ▲4.6%

乗用車新車登録台数（9月） 3.4%

京都市主要ホテル宿泊客数（9月） 4.5%

管内短観の設備投資額（9月） 9.8%

京都府の新設住宅着工戸数（9月） 23.1%

京都府の公共工事請負金額（9月） 36.9%

京都府の鉱工業生産指数（8月） ▲8.4%（前月比）

京都府の有効求人倍率（9月） ＋0.02㌽（前月比）

京都府の雇用保険被保険者数（9月） ▲0.2％

京都市の消費者物価指数（9月） 2.7%

貸出（9月） 1.7%

仕
事
と
育
児
両
立
む
け
取
り
組
み
紹
介

近
運
局
主
催
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
座
談
会
に
出
席

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
伴
う
若
年
層
の
働
き
手
不
足
が

各
産
業
で
問
題
化
す
る
中
、
交
通
分
野
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
実
現
の
可
能
性
は
高
い
―
―
。
近
畿
運

輸
局
が
主
催
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
取
り
組
み
に

関
す
る
座
談
会
に
交
通
・
観
光
の
各
分
野
で
活
躍
す
る

女
性
経
営
者
や
管
理
者
が
集
ま
り
、
意
見
交
換
。
ト
ラ

ッ
ク
分
野
で
は
、
シ
ー
ガ
ル
（
松
本
裕
克
社
長
、
京
都

市
中
京
区
）
の
松
本
久
美
取
締
役
が
出
席
し
、
多
様
性

あ
る
組
織
づ
く
り
に
向
け
議
論
し
た
。

　

座
談
会
に
は
、
行
政
か
ら

近
畿
運
輸
局
の
岩
城
宏
幸
局

長
、
神
戸
運
輸
管
理
部
の
臼

井
謙
彰
部
長
を
は
じ
め
、
南

海
電
気
鉄

道
、
神
姫
バ

ス
、
山
手
モ

ー
タ
ー
ス
、

淡
路
島
観
光

ホ
テ
ル
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
非
営

利
法
人
）
な

ど
の
女
性
経

営
者
、
管
理

者
ら
14
人
が

出
席
。
男
性

社
会
が
色
濃

い
職
場
環
境

の
中
、
入
社
し
て
か
ら
成
長

す
る
ま
で
の
苦
労
話
、
管
理

者
と
し
て
女
性
目
線
の
考
え

方
を
組
織
や
新
サ
ー
ビ
ス
に

生
か
し
た
経
験
談
な
ど
が
披

露
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
会
社
を
代

表
し
て
出
席
し
た
シ
ー
ガ
ル

の
松
本
取
締
役
は
「
現
在
、

５
人
の
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

が
働
い
て
い
る
が
、
育
児

休
暇
の
20
代
ド
ラ
イ
バ
ー
が

い
る
。
彼
女
は
入
社
後
に
普

通
免
許
、
中
型
免
許
を
取
得

し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

大
型
免
許
を
計
画
し
て
い

た
」
と
紹
介
。

　

５
年
以
上
勤
め
、
取
引
先

か
ら
の
信
頼
も

厚
い
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
た
上

で
、「
出
産
後

も
す
ぐ
復
帰
し

た
い
と
言
っ
て

お
り
、
我
々

も
産
休
か
ら
の
復
帰
モ
デ
ル

第
１
号
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
は
、
朝
が
早
か
っ
た

り
、
荷
待
ち
時
間
が
あ
っ
た

り
と
労
働
時
間
の
問
題
が
つ

き
ま
と
う
。
仕
事
と
育
児
が

両
立
で
き
る
環
境
が
整
え
ら

れ
る
か
が
課
題
」
と
説
明
。

　

一
方
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

の
採
用
メ
リ
ッ
ト
に
は
、
荷

扱
い
の
丁
寧
さ
や
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
挙
げ
、「
10

年
前
に
比
べ
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
の
活
用
な
ど
で
、
ば
ら

積
み
は
少
な
く
な
り
、
体
力

的
な
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い

る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
運
行
管
理
者
や
事
務
職

も
あ
る
た
め
窓
口
は
広
い
。

労
働
環
境
を
整
備
し
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

保
育
所
の
問
題
避
け
て
通
れ
ず

　
「
グ
ル
ー
プ
会
社
で
同
じ

よ
う
な
立
場
の
女
性
運
転
士

が
お
り
、
仕
事
と
子
育
て
の

間
で
悩
ん
で
い
る
。
勤
務
体

系
を
考
え
る
の
も
子
育
て
を

経
験
し
て
い
な
い
世
代
の
男

性
で
、
気
持
ち
に
寄
り
添
え

ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、
松
本
取
締
役
は

「（
男
性
の
運
行
管
理
者
と
）

一
緒
に
考
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
し
か
し
、
女
性
専
用

と
し
て
し
ま
う
と
反
発
も
出

て
く
る
た
め
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
運
用
し
て

い
る
。
仕
事
の
性
格
上
、
自

分
だ
け
の
意
見
を
通
す
こ
と

は
で
き
ず
、
得
意
先
と
の
相

談
も
必
要
。
従
業
員
を
た
く

さ
ん
抱
え
て
い
れ
ば
分
業
も

可
能
だ
が
、
コ
ス
ト
の
問
題

も
あ
り
、
効
率
的
な
会
社
運

営
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利
益
を

考
慮
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
し

て
い
る
。
仕
事
と
育
児
を
両

立
す
る
に
は
保
育
所
の
問
題

も
避
け
て
は
通
れ
ず
、
国
の

施
策
を
期
待
し
た
い
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。

岩城局長

気
付
き
多
い
会
議

意
識
・
勉
強
不
足
実
感

　

岩
城
局
長
は
「
多
く
の
気

付
き
が
得
ら
れ
る
有
意
義
な

会
議
で
、
行
政
と
し
て
の
意

識
や
勉
強
不
足
を
実
感
し

た
。
皆
さ
ん
の
取
り
組
み

や
声
を
男
性
職
員
と
共
有
す

る
よ
う
に
し
た
い
。
わ
れ
わ

れ
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
、
当
た
り
前
で
は

な
い
こ
と
も
分
か
っ
た
。
男

女
の
特
性
な
ど
を
踏
ま
え
つ

つ
、
今
後
の
政
策
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
声
は
こ
れ
か
ら

も
必
要
で
、
各
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
情
報
発
信
し
て

ほ
し
い
」
と
取
り
ま
と
め

た
。

交通・観光分野で活躍する女性経営者らが参加

松
本
取
締
役

シ
ー
ガ
ル

松本取締役


